
般
若
敬
老
会

老
人
ク
が

芸
能
発
表

昭
和
十
三
年
生
ま
れ

十
八
人
が
新
加
入

公
民
館
が
主
催
す

る
二
十
四
年
度
般
若
地

区
敬
老
会
が
、
十
七
日

の
午
前
十
時
半
か
ら
、

庄
東
小
学
校
の
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
フ
ェ
ー
ン
現

象
で
気
温
が
３
６
度
と

い
う
あ
い
に
く
の
日
に

な
り
ま
し
た
が
、
地
区
あ

げ
て
の
温
か
い
も
て
な
し

で
参
加
さ
れ
た
百
人
余
り

の
会
員
は
、
和
や
か
な
笑

い
の
う
ち
に
楽
し
い
一
時

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
三
年
生
ま
れ
の

八
田
茂
與
さ
ん(

北
明)

、
北

條
蘇
春
さ
ん(

正
覚)

、
林
勇

夫
さ
ん(

川
原)

、
林
喜
與
志

さ
ん(

善
導)

、
宮
下
美
知
子

さ
ん

(

坂
東)

、
齋
藤
美
智
代

さ
ん

(

坂
東)

、
林
扶
三
子
さ

ん(

善
導)

の
七
人(

般
若
全
体

で
十
八
人)

の
方
々
が
新
入
会
員
と
し
て
招
待
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
林
菊
造
さ
ん(

坂
東)

、
池

田
み
よ
さ
ん(

北
明)

、
林
笑
子
さ
ん

(

善
導)

、
林
秀
信
さ
ん(

坂
東)

、
三

門
明
外
二
さ
ん(

北
明)

、

高
畠
香
さ
ん

(

川
原)

、
林
澄
子
さ
ん(

北
明)

、
高
畠

外
男
さ
ん(

川
原)

ら
八
人
の
方
々
に

砺
波
市
か
ら
の
米
寿
の
祝
い
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
般
老
連
が
市
の
大

会
で
発
表
す
る
出
し
物
の
披
露
も

あ
り
ま
し
た
。
公
民
館
、
福
祉
協

議
会
、
婦
人
会
等
の
役
員
の
方
々

は
じ
め
、
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
た
い
へ
ん
ご
苦
労
様
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

公
文
名
Ｂ
が
初
優
勝

川
原
が
健
闘
し
て
準
優
勝

第
九
回
光
寿
会
親
睦
ペ
タ

ン
ク
大
会
が
、
残
暑
の
厳

し
い
九
月
十
四
日
、
い
か

る
ぎ
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち

抜
い
た
三
チ
ー

ム
の
間

で
決
勝
リ
ー
グ
戦
が
行
わ

れ
、
公
文
名
Ｂ
チ
ー
ム(

林

甚
松
・
林
義
夫
・
林
鐵
史)
が

優
勝
、
川
原
チ
ー
ム(

林
久

子
・
高
畠
夏
子
・
林
邦
子)

が

第
二
位
と
な
り
ま
し
た
。

坂
東
チ
ー
ム(

齋
藤
太
佐
雄

・
坂
東
勲
・
坂
東
泰
子)

が
第

三
位
に
入
り
、
こ
の
三
チ
ー
ム
と
四
位
入
賞
の
北
明
Ａ

(

林
孝
雄
・
武
部
則
行
・
林
孝
行)

チ
ー
ム
が
、
２
２
日
に
開

第９回第９回

光寿会ペタンク大会光寿会ペタンク大会

催
さ
れ
る
般
老
連
大
会
に
賴
成

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

終
了
後
、

館

内
で
表
彰
式
を
行
っ
た
あ
と
懇

親
会
を
開
き
、
試
合
の
模
様
を
振
り
返
り
な
が
ら
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
五
時
過
ぎ
散
会
し
ま
し
た
。

第
九
回

般
老
連
ペ
タ
ン
ク
大
会

光
寿
会

川
原
チ
ー
ム
が
準
優
勝
果
た
す

第
九
回
般
老
連
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
爽
や
か
な
秋
風
の

吹
く
九
月
二
十
二
日
、
般
若
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於

い
て
各
単
位
老
連
代
表
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
原
般
老
連
会
長
の
開
会
挨
拶
、
宗
影

般
若
自
治
振
興
会
長
さ
ん
ら
来
賓
の
挨
拶
に
続
い
て
予

選
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
、
当
会
か
ら

は
坂
東(

齋
藤
太
佐
雄
・
坂
東
勲
・
坂
東

泰
子)

、
川
原(

林
邦
子
・
高
畠
夏
子
・

開
田
道
雄)

の
二
チ
ー
ム
が
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
川
原
チ
ー
ム
が
決
勝
戦

に
進
み
、
三
合
Ｂ
と
の
間
で
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
が
惜
し
く
も
敗

れ
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

終
了

後
い
か
る
ぎ
館
に
お
い
て
慰
労
会

を
行
い
、
四
時
過
ぎ
散
会
し
ま
し

た
。

な
お
、
三
位
は
徳
万
徳
壽
会

Ａ
、
四
位
は
安
川
親
寿
会
Ｂ
で
し
た
。

２０１２

季

節

の

う

た

パ
ソ
コ
ン
の
同
音
異
音
夜
学
の
灯

林

香
月
子

発行 頼成光寿会 (第７９号)

二位の川原チーム

優勝の公文名Ｂチーム

三位の坂東チーム

新入会員の紹介

いかるぎ館舗装 完工

健闘する川原チーム

実
り
の
秋



今回は、光寿会と
の共催で交通安全教室
を開催しました。
砺波警察署の交通係

長、市の交通安全指導員、交通安全協会職員ら３人を講
師に招き、講話、寸劇などで、交通安全への理解を深め
ました。玄人はだしの寸劇に参加者一堂大爆笑をしなが
ら、出会い頭の事故が特に多いといわれる砺波市の交通
事故の特色やそれに対応する心構えなどを学びました。
午後は阿弥陀経の読誦と仏説観無量寿経の書写第１９

回を行いました。前回に引き続き、釈尊の教えにしたがってついに目の当たりにした阿弥陀三尊の尊い
お姿を、自分以外の人にも体感するにはどうすれば良いかという韋提希夫人の問いに、釈尊が答えると
いう場面を書写しました。

次回は１０月１５日(月曜日) 両寺の報恩講の日程を勘案し、今月のみ第３月曜としま
す。 誰でも手軽に出来てちょっとハイセンスな 新聞ちぎり絵 にチャレンジ。新聞紙のカラー部
分を指先でちぎって、はがきなどの台紙に貼り付け、少しばかりしゃれた作品を作ってみましょう。当日は
なるべくカラーページの多い新聞紙を一部持参してください。下絵つきの台紙やのりなどは浮世亭で用
意します。
９時半開亭。１０時ころより活動開始。出前の昼食(実費)とれます。午後は１時半からは毎回、阿弥陀経の読誦と仏説

観無量寿経の写経をしています。途中からの参加も歓迎します。写経用の筆ペン持参してください。１時間余りで終わ

ります。午後は光寿会のペタンク練習も行われていますので、ぜひ足を運んでください。

らんじょ 浮世亭 だよりらんじょ 浮世亭 だより

林
喜
與
志
さ
ん
が
優
勝

第
１
２
回
砺
波
市
Ｇ
・
ゴ
ル
フ
協
会

秋
季
大
会

９
月
２
３
日
、
庄
川
河
川
敷
公
園
で
開
催
さ
れ
た

第
１
２
回
砺
波
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
秋
季

大
会
で
、
当
会
会
員
林
喜
與
志
さ
ん(

善
導)

が
、
三
個

の
ホ
ー
ル
・
イ
ン･

ワ
ン
を
あ
げ
る
好
成
績
で
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

林
義
夫
さ
ん
も
一
位
に

９
月
１
６
日
開
催
さ
れ
た
第
２
１
回
般
若
地
区

Ｇ
・
ゴ
ル
フ
大
会
で
、
当
会
会
員
林
義
夫
さ
ん

(

公
文
名)

が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

第
九
回
の
砺
波
市
老
連
大
会
開
催

９
月
２
７
日･

２
８
日
の

両
日
、
砺
波
市
文
化
会
館

で
第
九
回
の
砺
波
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
目

的
ホ
ー
ル
の
趣
味
の
作
品

展
に
は
、
当
会
か
ら
八
田

誓
治
さ
ん
の
絵
画
と
齋
藤

富
美
子
さ
ん
の
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
の
二
点
が
出
展
さ
れ

ま
し

た
。ま

た

２
８
日

午
後
に

は
芸
能

発
表
会

が
行
わ

れ
、
般

老
連
が

剣
舞
や

こ
き
り

こ
踊

り
、
コ

ー
ラ
ス

などで構成した幽玄のとな
み
野
戦
国
絵
巻

を
発
表
し
ま
し
た
。

合
唱
曲
「
青
葉
の

笛
」
の
三
題
目
に
は

武
部
由
美
子
さ
ん
の

砺
波
を
読
み
込
ん
だ

詞
が
付
け
加
え
ら
れ

て
好
評
を
博
し
ま
し

た
。

1日 光寿会定例役員会

１７・１８日 常称寺報恩講

1５日 浮世亭

２３・２４日 西慶寺報恩講

〜１０月２９日 ３０日に計画していた秋の一泊旅行が、諸般

〜の事情により、１１月１３日 １４日に延期されました。

か
つ
て
な
い
ほ
ど
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
た
日
本
。

既
成
政
党
へ
の
不
信
・
不
満
も
あ
っ
て
、
政
治
家

た
ち
も
国
民
世
論
も
一
斉
に
橋
下
維
新
の
会
に
な

び
い
て
い
る
観
が
あ
り
ま
す
。
維
新
の
会
の
「
船

中
八
策
」。
賛
同
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
と
思
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、

「
八
策
」
は
教
育
委
員
会
制
度
の
廃
止
を
政
策
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
確
か
に
形
骸
化
し
て
い
て
そ
の
改
革

は
不
可
欠
で
す
が
、
教
育
委
員
会
制
度
そ
の
も
の
は
教
育
の

中
立
性
を
確
保
す
る
と
い
う
意
味
で
大
切
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
仮
に
こ
れ
を
廃
止
し
、
首
長
が
教
育
の
目
標
、
方

針
に
介
入
す
る
こ
と
を
認
め
れ
ば
、
保
守
系
の
首
長
の
下
で

は
憲
法
を
改
正
し
て
軍
隊
を
認
め
る
教
育
が
容
認
さ
れ
、
革

新
系
の
首
長
の
下
で
は
、
第
九
条
を
遵
守
し
自
衛
隊
を
違
憲

と
す
る
教
育
が
容
認
さ
れ
る
と
い
う
可
能
性
だ
っ
て
あ
り
う

る
わ
け
で
す
。
こ
れ
で
は
、
日
本
が
国
家
と
し
て
日
本
国
民

を
育
て
る
「
公
教
育
」
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
都
会
で
も
田

舎
で
も
す
べ
て
国
民
に
は
公
正
で
公
平
な
教
育
を
受
け
さ
せ

る
の
が
公
教
育
の
根
本
で
、
校
長
を
公
募
し
て
民
間
企
業
の

よ
う
に
学
校
を
競
わ
せ
た
り
、
学
校
選
択
制
を
導
入
し
て
、

公
立
の
学
校
間
に
格
差
を
生
み
出
す
よ
う
な
や
り
方
は
、
本

来
、
公
教
育
の
理
念
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
す
。
近
い
う
ち
？

に
総
選
挙
。
新
た
な
政
権
に
は
大
局
を
見
失
わ
な
い
冷
静
な

判
断
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

鵤 木
い か る ぎ

会

員

の

慶

弔

慶
事

砺
波
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会

会
長
表
彰

齋
藤
美
智
子
様

(

川
原)

多
年
に
わ
た
り
般
若
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
地
区
民
の
健
康
づ
く
り
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

砺
波
市
体
育
協
会

会
長
表
彰

八
田

嵩
様

(

正
覚)

多
年
に
わ
た
り
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

秋の一泊旅行の延期について

見本

婦警と与作じいさんの軽妙なやりとり

グラウンド・ゴルフで会員健闘


